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コ
ラ
ム

山菜王国・山形県西
にし

川
かわ

町の名物「月山山菜そば」
（提供　月山山菜そば組合事務局）

山菜やきのこが惜しみなく入った鉄鍋
の中に、茹で上がったそばを入れなが
ら食べる「月山山菜そば」。地域資源
である山菜を活かし、そばは月山の麓
の湧き水で打たれている。地域ぐるみ
で試行錯誤され、火にかけた鉄鍋で
出す熱々の山菜汁に合うそばが確立
された。以降、町内の組合員の意識
の統一・料理の標準化・品質の統一
が図られ、安定した味が守られている。

写真キャプション

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
山
形
県
内
を
旅
行
し

た
。
も
う
40
年
近
く
昔
の
話
に
な
る
が
、
山

形
県
観
光
基
本
計
画
の
策
定
に
関
与
す
る
こ

と
と
な
り
、
県
内
各
地
を
回
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
と
き
と
同
様
、
今
回
も
大
い
に
感

動
し
た
の
が
西
川
町
の
「
月
山
山
菜
そ
ば
」

だ
。
地
域
ぐ
る
み
で
そ
ば
に
取
り
組
む
と
こ

ろ
は
、
お
隣
の
会
津
地
域
な
ど
今
や
珍
し
く

な
っ
た
が
、
こ
こ
は
そ
の
元
祖
と
も
い
え
る

だ
ろ
う
。

「
東
の
奥
参
り
、
西
の
伊
勢
参
り
」
と
言

わ
れ
、
山
岳
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
出
羽
三

山
。
六
十
里
越
街
道
は
1
2
0
0
年
以
上
の

歴
史
を
も
つ
信
仰
の
道
だ
。
昭
和
50
年
代
初

頭
、
月
山
新
道
（
月
山
花
笠
ラ
イ
ン
）
の
開
通

に
向
け
て
、
何
か
西
川
町
の
名
物
を
作
ろ
う

と
勉
強
会
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
こ
の
月
山
山

菜
そ
ば
だ
。
私
は
誕
生
し
て
間
も
な
い
時
期

に
食
べ
に
来
た
わ
け
だ
が
、
40
年
経
っ
た
今

で
も
13
軒
の
お
店
が
月
山
山
菜
そ
ば
の
統

一
ブ
ラ
ン
ド

で
継
続
的
に

提
供
し
て
い

る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
。

誕
生
の
由

来
は
「
山
菜

料
理
」
発
祥

の
宿
と
し
て

有
名
な
１
軒

の
旅
館
の
役

割
が
大
き
い
。

そ
も
そ
も
山

菜
は
“
山
の

も
の
”
と
い

わ
れ
、
飢
え

を
凌
ぐ
“
糧

も
の
”
の
意
味
合
い
が
強
く
、
決
し
て
お
客

様
に
出
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
世
間

の
常
識
だ
っ
た
。
そ
れ
を
山
菜
料
理
と
し
て

確
立
し
て
い
く
過
程
で
は
全
国
各
地
を
回
っ

て
食
材
と
料
理
の
研
究
を
さ
れ
た
よ
う
だ
。

そ
の
貴
重
な
成
果
を
地
域
の
た
め
に
と
い
う

利
他
の
精
神
こ
そ
、
賞
賛
さ
れ
て
然
る
べ
き

だ
ろ
う
。

通
常
、
山
菜
そ
ば
と
い
え
ば
、
か
け
そ
ば

に
山
菜
が
少
し
乗
っ
て
く
る
程
度
だ
が
、
月

山
山
菜
そ
ば
は
全
く
異
な
る
。
大
量
の
山
菜

が
入
っ
た
「
山
菜
鍋
」
に
近
い
。
し
か
も
趣

の
あ
る「
鉄
鍋
」で
、そ
れ
を
コ
ン
ロ
に
掛
け
、

熱
い
汁
に
別
盛
り
の
そ
ば
を
浸
し
て
い
た
だ

く
。
使
っ
て
い
る
水
は
も
ち
ろ
ん
「
月
山
の

伏
流
水
」。
惜
し
み
な
い
量
の
山
菜
が
な
ぜ

か
潔
さ
を
感
じ
さ
せ
、
そ
し
て
お
得
感
と
満

足
感
を
与
え
て
く
れ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
来
た
甲

斐
が
あ
っ
た
と
。

春
の
山
菜
、
秋
の
き
の
こ
と
い
う
年
２
回

の
「
旬
」
を
売
り
に
し
て
い
る
こ
と
も
秀
逸

な
地
域
戦
略
だ
。
そ
し
て
、　

地
域
経
済
か

ら
み
る
と
、
山
菜
の
原
価
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
、
そ

ば
も
町
内
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、
食
べ
に
来

た
観
光
客
が
落
と
す
お
金
の
大
半
が
付
加
価

値
と
し
て
地
域
内
を
循
環
す
る
。
歩
留
ま
り

率
の
高
い
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
で
あ

る
。
地
元
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
ま
た
山
菜

か
、
ま
た
タ
ケ
ノ
コ
か
、
ま
た
キ
ノ
コ
か
、

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
我
々
観
光
客

に
と
っ
て
旬
の
食
は
、
か
け
が
え
の
な
い
ご

馳
走
、
財
布
の
紐
は
緩
く
な
る
一
方
だ
。

國
學
院
大
學 

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
部 

教
授

梅う
め

川か
わ

　
智と

も

也や

旬�

の
山
の
恵
み
と
財
布
の
紐�

～
40
年
ぶ
り
の
「
月
山
山
菜
そ
ば
」
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

日
頃
か
ら
、
防
災
行
政
に
ご
尽
力
・
ご

協
力
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

近
年
、
全
国
的
に
地
震
・
洪
水
等
の
災

害
が
多
発
し
、
災
害
自
体
も
激
甚
化
し
て

お
り
ま
す
。
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
町
村
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
な
ご
苦

労
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
し
、
災
害

に
見
舞
わ
れ
て
い
な
い
町
村
の
方
々
は
、

災
害
の
発
生
に
対
し
て
大
き
な
不
安
を

お
持
ち
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

災
害
に
見
舞
わ
れ
災
害
復
旧
に
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
少
し
で
も

円
滑
に
災
害
復
旧
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
今
般
、
市
町
村
へ
の
支
援
制
度
や
こ

れ
ま
で
の
取
組
事
例
等
を
と
り
ま
と
め
た

「
市
町
村
に
お
け
る
災
害
復
旧
事
業
の
円

滑
な
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
を
ご
担
当
さ
れ
る
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
時
に
は
大
規
模
災
害

発
生
時
に
必
要
と
な
る
支
援
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
活
用
で
き
る
支
援
内
容
や
そ
の

連
絡
先
を
確
認
し
、
大
規
模
災
害
発
生
時

に
は
躊
躇
な
く
各
種
支
援
制
度
の
活
用
を

検
討
で
き
る
よ
う
、
ぜ
ひ
お
手
元
に
お
い

て
頂
き
、
ご
活
用
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
く

思
い
ま
す
。

今
回
、
ご
紹
介
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し

た
の
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
と
り
ま
と
め

た
経
緯
や
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

２２
．
こ
れ
ま
で
の
経
緯

．
こ
れ
ま
で
の
経
緯

近
年
、
地
方
公
共
団
体
の
土
木
関
係
職

員
は
減
少
し
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
こ
れ
は
皆
さ
ま
の
方
が
実
感

を
も
っ
て
お
感
じ
に
な
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
と
思
い
ま
す
。
土
木
技
術
職
員
数
に
着

目
す
る
と
、「
町
」
で
は
「
５
人
未
満
が

約
69
％
」、「
0
人
が
約
36
％
」
で
あ
り
、

「
村
」
で
は
「
５
人
未
満
が
約
96
％
」、

「
0
人
が
約
76
％
」
と
な
っ
て
お
り
、
公

共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
を
進
め
る
た
め

に
は
厳
し
い
実
情
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
10
年
に
お
け
る
災
害
復
旧

事
業
の
経
験
に
着
目
す
る
と
、「
約
19
％

の
市
町
村
は
経
験
が
な
く
」、「
約
18
％
の

市
町
村
は
１
回
」
と
な
っ
て
お
り
、「
約

４
割
の
市
町
村
は
経
験
年
数
が
１
回
以

下
」
で
す
。
何
事
も
経
験
を
積
む
こ
と
で

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
か
と
思
い
ま
す
が
、
災
害
復
旧
に
つ
い

て
は
経
験
を
積
む
機
会
は
限
定
的
で
あ

り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
多
く
の
担

当
者
の
方
々
は
未
経
験
の
状
態
で
災
害
復

旧
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況

に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、

人
的
被
害
等
の
情
報
収
集
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
確
保
、住
民
の
方
々
へ
の
対
応
な
ど
、

業
務
が
急
増
す
る
状
況
と
な
り
ま
す
が
、

被
災
し
た
市
町
村
を
支
援
す
る
各
種
制
度

に
つ
い
て
、
認
識
が
不
足
し
て
い
た
り
、

受
け
入
れ
経
験
が
な
い
た
め
要
請
を
見

送
っ
た
り
す
る
な
ど
、
支
援
制
度
を
十
分

に
活
用
で
き
な
か
っ
た
事
例
も
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、国
土
交
通
省
水
管
理
・

国
土
保
全
局
防
災
課
で
は
、
令
和
３
年
12

月
に
有
識
者
に
よ
る
「
市
町
村
に
お
け
る

災
害
復
旧
事
業
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
検
討
会
」
を
設
置
し
、
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
市

町
村
の
支
援
方
策
の
あ
り
方
の
検
討
や
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
進
め
、
令
和
４

年
５
月
に
、
検
討
結
果
を
と
り
ま
と
と
め

た「
支
援
方
策
の
あ
り
方
」と
と
も
に
、「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
・
公
表
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

ま
た
、
少
し
で
も
市
町
村
の
皆
さ
ま
の

理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
、
5
月
に
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説

明
会
を
開
催
し
、
直
接
ご
説
明
さ
せ
て

頂
く
機
会
も
設
け
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ

ろ
で
す
。

３３
．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要

．
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
概
要

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
災
害
協
定
の
締

結
や
訓
練
と
い
っ
た
平
時
か
ら
の
取
組
を

進
め
、
非
常
時
に
は
手
に
取
っ
て
理
解
で

き
る
よ
う
に
、
既
存
の
支
援
方
策
や
各
種

取
組
、
好
事
例
等
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、「
大
規
模
災
害
時
の

災
害
復
旧
事
業
の
流
れ
」、「
被
災
状
況
把

握
や
復
旧
方
針
・
工
法
の
助
言
な
ど
多
く

の
機
関
に
お
け
る
被
災
市
町
村
を
支
援
す

る
制
度
の
概
要
・
連
絡
先
」、「
先
進
技
術

の
活
用
や
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活

用
な
ど
全
国
の
先
進
事
例
・
好
事
例
」
に

市
町
村
の
災
害
対
応
力
の
底
上
げ
を
支
援
し
ま
す

市
町
村
の
災
害
対
応
力
の
底
上
げ
を
支
援
し
ま
す

～「
市

～「
市
町
村
に
お
け
る
災
害
復
旧
事
業
の
円
滑
な

町
村
に
お
け
る
災
害
復
旧
事
業
の
円
滑
な

実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
～

実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
～

国
土
交
通
省

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
防
災
課

水
管
理
・
国
土
保
全
局
防
災
課
防
災
政
策
調
整
官
　
吉
村
　
俊
彦

防
災
政
策
調
整
官
　
吉
村
　
俊
彦
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よ
り
構
成
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
簡
単

に
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

①�

大
規
模
災
害
時
の
災
害
復
旧
事
業
の
流
れ

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
発
災
直
後
か

ら
時
間
の
経
過
に
伴
い
必
要
と
な
る
対
応

も
変
化
し
ま
す
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
発

災
直
後
か
ら
４
つ
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
類

し
、
各
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
状
況
や
必
要

な
対
応
を
と
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。

〇
発
災
直
後

災
害
直
後
の
初
動
期
は
、
被
災
箇
所
の

調
査
や
孤
立
解
消
・
通
行
再
開
の
た
め
の

道
路
啓
開
等
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、
避
難
者
対
応
や
住
民
・
マ
ス
コ
ミ
と

の
電
話
対
応
等
で
職
員
が
総
動
員
さ
れ
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
災
害
復
旧
の
査
定
に
向
け
た
準

備
な
ど
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
業

務
が
数
多
く
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
各
機

関
か
ら
の
技
術
職
員
や
技
術
専
門
家
の
派

遣
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
も
お
役
に
立
つ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〇�

被
災
箇
所
調
査
・
応
急
復
旧
（
発
災
か

ら
１
～
２
ヶ
月
程
度
）

〇�

査
定
書
類
準
備
・
災
害
査
定
受
検
（
発

災
か
ら
２
～
６
ヶ
月
程
度
）

災
害
復
旧
の
査
定
の
準
備
に
は
、
多
岐

に
わ
た
る
資
料
が
必
要
と
な
り
、
被
災
箇

所
数
に
応
じ
て
業
務
量
も
増
大
す
る
と
と

も
に
、
複
数
の
委
託
業
務
の
発
注
が
必
要

と
な
り
業
者
の
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
業
務
量
が
膨
大
に
な
る

こ
と
か
ら
、
発
注
者
支
援
の
活
用
や
既
発

注
工
事
・
業
務
の
一
時
中
止
、
建
設
業
・

建
設
関
連
団
体
と
の
連
携
も
お
役
に
立
つ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

〇�

復
旧
工
事
発
注
・
工
事
監
督
（
発
災
か

ら
１
～
３
年
程
度
）

大
規
模
災
害
時
は
、
一
定
の
地
域
内
で

相
当
数
の
工
事
が
輻
輳
し
、
施
工
工
程
の

調
整
や
資
材
不
足
が
発
生
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

特
に
、
平
時
と
比
べ
何
倍
も
の
工
事
を

並
行
し
て
完
成
さ
せ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
す
る
場
合
に
は
Ｃ
Ｍ
方

式
の
導
入
に
よ
る
発
注
者
支
援
が
、
工
事

の
難
易
度
が
高
く
、
高
度
な
技
術
力
が
必

要
な
場
合
に
は
災
害
復
旧
事
業
の
代
行
も

お
役
に
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

②�

被
災
市
町
村
を
支
援
す
る
制
度

各
機
関
に
お
い
て
は
、
被
災
し
た
市
町

村
を
対
象
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度

が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
提
示
す
る
制
度
の
う
ち
、
い

く
つ
か
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〇�

応
急
対
策
職
員
派
遣
制
度
（
総
務
省
）

大
規
模
災
害
発
生
時
に
、
発
災
直
後
の

避
難
所
の
運
営
や
罹
災
証
明
書
の
交
付
等

▲図３　ガイドライン掲載内容（目次）

▲図１　市町村の土木技術職員数

 「村」の土木技術職員数は、大半が５人未満で、７割以上が０人。

 「町」の土木技術職員数は、約７割が５人未満。

 一部の市町村では、土木技術職員の高齢化が進み、採用の募集をしても応募がなく、
慢性的に土木技術職員が不足。

出典：総務省「令和２年地方公共団体定員管理調査」より国土交通省作成

96%
76%

20%

都道府県・政令市 市・区 町 村

36%

69%

地方公共団体の土木技術職員数の現状

500人以上

100人以上500人未満

10人以上100人未満

５人以上10人未満

5人未満

0人

土木技術職員数の実態

33%

目次

早期の災害対応体制の構築が必要なとき

応急対策職員派遣制度
P.1

公共土木施設の被害調査に全く手が回せないとき

TEC-FORCE
P.７

応急復旧や災害査定に向けてアドバイスが欲しいとき

災害査定官による災害緊急調査
P.９

災害復旧業務に長年携わり制度を熟知した専門家のサポートが欲しいとき

災害復旧技術専門家派遣制度
P.1０

災害対応の経験豊富な技術者からのサポートが欲しいとき

地方公共団体技術職員OB・OGの派遣の仕組み
P.1１

都道府県等による技術職員派遣
P.3

当面の災害対応に向けて少しでも多くの技術職員が欲しいとき

建設技術センター等による発注者支援
P.1２

積算補助、工事監督補助など、発注者支援が必要なとき

所有する資機材ではとても間に合わないとき

災害時に活用可能な国の保有資機材
P.８

災害復旧事業の代行制度
P.1３

高度な技術力を要する工事で手に負えそうにないとき

大規模災害時の既発注工事・業務への対応
P.1５

当面の災害対応に必要な業者の確保が困難なとき

災害時の緊急度に応じた契約方式の選定
P.1６

災害時の入札・契約の基本的な考え方を知りたいとき

災害復旧工事の施工体制の確保
P.1７

多くの復旧工事を発注しなければならないとき

全国の先進事例・好事例 ①

災害復旧事業へのＩＣＴの活用
P.２１

先進技術の活用による事業の効率化

全国の先進事例・好事例 ③

市町村による相互支援組織の設立
P.２９

技術者不足等の課題を解決

民間事業者のノウハウを活用全国の先進事例・好事例 ②

事業実施体制確保のための民間人材の活用
P.２３

・CM方式

・事業促進PPP

建設業・建設関連業団体との連携
P.１９

発災初動期の迅速な災害対応が求められるとき

▲図２　市町村の災害復旧事業の経緯

 市町村のうち約４割は、過去10年間（平成23年～令和２年）の災害復旧事業の
経験年数は１回以下である。

過去10年間で
災害復旧事業の経験がない市町村
（19％）

過去10年間で
災害復旧事業を経験した年が1回のみの市町村
（18％）

対象市町村：1,718団体
（令和３年１月時点の市町村数）

過去10年間で災害復旧事業を経験した年の回数

１回

0回

2回以上

1

市町村における災害復旧事業経験の実態

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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の
災
害
対
応
業
務
に
対
す
る
支
援
を
目
的

と
し
、
総
務
省
が
全
国
知
事
会
、
全
国
市

長
会
、
全
国
町
村
会
及
び
指
定
都
市
市
長

会
と
連
携
し
て
、
地
方
公
共
団
体
間
で
応

援
職
員
を
派
遣
す
る
制
度
で
す
。

〇�

復
旧
・
復
興
支
援
技
術
職
員
派
遣
制
度

（
総
務
省
）

特
に
ニ
ー
ズ
の
高
い
技
術
職
員
の
確
保

の
た
め
、
全
国
の
都
道
府
県
等
に
お
い
て

技
術
職
員
（
土
木
技
師
・
建
築
技
師
・
農

業
土
木
技
師
・
林
業
技
師
を
対
象
）
を
増

員
し
、
あ
ら
か
じ
め
中
長
期
派
遣
対
応
技

術
職
員
を
登
録
し
た
う
え
で
派
遣
を
行
う

制
度
で
す
。

〇�

Ｔ
Ｅ
Ｃ

－

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ（
国
土
交
通
省
）

大
規
模
災
害
が
発
生
又
は
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
国
土
交
通
省
の
職
員
が

派
遣
さ
れ
、
市
町
村
が
行
う
被
災
状
況
の

把
握
、
被
害
の
拡
大
の
防
止
、
被
災
地
の

早
期
復
旧
等
に
対
す
る
技
術
的
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
全
国
の
隊
員
数
は
、

約
1
万
5
千
人
（
令
和
3
年
4
月
時
点
）

に
の
ぼ
り
ま
す
。

〇�

災
害
査
定
官
に
よ
る
災
害
緊
急
調
査

（
国
土
交
通
省
）

大
規
模
な
災
害
の
場
合
に
、
国
土
交
通

本
省
の
災
害
査
定
官
を
現
地
に
派
遣
し
、

公
共
土
木
施
設
に
対
す
る
応
急
復
旧
工

法
や
改
良
復
旧
を
含
め
た
被
災
箇
所
の

復
旧
方
針
・
工
法
等
に
関
す
る
技
術
的
助

言
や
申
請
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

〇�

災
害
復
旧
技
術
専
門
家
派
遣
制
度
（
全

国
防
災
協
会
）

災
害
査
定
官
経
験
者
な
ど
、
国
や
都
道

府
県
等
の
災
害
復
旧
業
務
に
長
年
携
わ
り

制
度
を
熟
知
し
、
災
害
復
旧
事
業
に
関
す

る
高
度
な
技
術
的
知
見
を
有
す
る
経
験
豊

富
な
技
術
者
を
派
遣
す
る
制
度
で
す
。

〇�

地
方
公
共
団
体
技
術
職
員
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
派
遣
の
仕
組
み
（
都
道
府
県
）

地
方
公
共
団
体
技
術
職
員
（
市
町
村
含

む
）
の
退
職
者
等
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、
災
害
発
生
時
に

要
請
に
応
じ
て
市
町
村
等
へ
派
遣
す
る
制

度
を
構
築
し
て
い
る
都
道
府
県
が
あ
り
ま

す
。
災
害
時
の
調
査
支
援
や
復
旧
工
法
に

関
す
る
技
術
的
助
言
等
、
応
急
対
応
や
災

害
復
旧
が
円
滑
に
進
む
よ
う
サ
ポ
ー
ト
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
窓
口
が
都
道
府
県
に
よ

り
異
な
る
た
め
、
事
前
に
依
頼
先
・
連
絡

方
法
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

③�

先
進
技
術
や
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

の
活
用
等

災
害
復
旧
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
各
機

関
か
ら
の
支
援
の
ほ
か
に
も
、
市
町
村
で

も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
組
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
提
示
す
る
事
例
の
う
ち
、
い
く
つ

か
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

〇�

建
設
業
・
建
設
関
連
業
団
体
と
の
連
携

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
土

砂
・
が
れ
き
の
撤
去
・
運
搬
や
被
災
地
域

へ
の
進
入
路
の
整
備
な
ど
の
応
急
対
応
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
国
や
都

道
府
県
で
は
、
災
害
へ
の
迅
速
か
つ
的
確

な
対
応
の
た
め
、
全
国
47
都
道
府
県
の
建

設
業
協
会
等
と
の
間
で
応
急
対
策
等
に
係

る
災
害
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
近
年
で

は
一
部
の
市
区
町
村
で
も
災
害
協
定
の
締

結
が
進
ん
で
い
ま
す
。

〇�

災
害
復
旧
事
業
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

近
年
、
災
害
復
旧
事
業
に
お
い
て
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
等
の
活
用
が
進
ん
で
お
り
、
安

全
か
つ
効
率
的
に
得
ら
れ
る
被
災
状
況
等

の
各
種
デ
ー
タ
は
、
調
査
に
あ
た
る
職
員

の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
大
幅
に
作
業
の

軽
減
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ド
ロ
ー
ン
空
撮
写
真
の

査
定
設
計
書
へ
の
活
用
や
３
次
元
点
群

デ
ー
タ
の
災
害
対
応
業
務
へ
の
活
用
を

行
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

〇�

民
間
人
材
の
活
用
（
Ｃ
Ｍ
方
式
）

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
多
数
の
災

害
復
旧
工
事
が
必
要
と
な
り
工
事
が
輻
輳

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
工
事
の
円
滑
な

実
施
に
は
、
事
業
間
調
整
や
資
材
の
安
定

確
保
、
進
捗
管
理
な
ど
全
体
を
見
据
え
た

多
く
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
職

員
だ
け
で
は
そ
の
調
整
や
対
応
が
困
難
に

な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
発
注
工
程
計
画
、

進
捗
管
理
、
工
事
間
調
整
を
目
的
と
し
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
と
し
て
業
務
委
託
を

行
い
対
応
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。　

※�

Ｃ
Ｍ
：Construction M

anagem
ent

４４
．
お
わ
り
に

．
お
わ
り
に

今
回
、
災
害
復
旧
事
業
を
少
し
で
も
円

滑
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
の
背
景
や
そ
の
概
要
を
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
だ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

読
ま
れ
て
い
な
い
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
目
通
し
頂
く
と
と
も

に
、
ど
う
か
お
手
元
に
お
い
て
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
も
市
町
村
や
有
識
者
の
方
々
の
ご

意
見
を
伺
い
、改
定
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
一
読
さ
れ

て
、
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
、
情
報
が
不
足

し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
改
善
し
た
方
が
使

い
や
す
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
あ

り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
最
後
ま
で
、
お
読

み
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
こ
ち
ら
か
ら

　

�https://w
w
w
.m
lit.go.jp/river/

shinngikai_blog/saigai_fukkyu/
pdf/gaidrain.pdf

★�

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
防

災
課

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

－

５
２
５
３

－

８
４
５
８
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情　報

国  

政  

情  

報

◎
コ
ロ
ナ
禍
で
公
共
交
通
が
大
幅
赤
字
に

－

交
通
政
策
白
書

　

国
土
交
通
省
は
６
月
10
日
、
2
0
2
2
年
版
交

通
政
策
白
書
を
公
表
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外

出
・
移
動
の
自
粛
で
2
0
2
0
年
の
旅
客
輸
送
が

前
年
比
で
鉄
道
30
％
、乗
合
バ
ス
27
％
、タ
ク
シ
ー

42
％
、
航
空
67
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
、
地
方
部
で

は
バ
ス
路
線
廃
止
な
ど
が
相
次
い
だ
。こ
の
た
め
、

交
通
事
業
者
は
過
疎
地

－

市
街
地
の
移
動
を
支
援

す
る
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
乗
合
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
や
路
線
バ
ス
車
両
の
改
造
な
ど
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
国
・
自
治
体
も
補
助
金
や
交
付
金
、

制
度
見
直
し
（
独
禁
法
特
例
）
な
ど
で
支
援
し
た
。

　

一
方
、「
新
た
な
生
活
様
式
」
の
定
着
で
テ
レ

ワ
ー
ク
を
続
け
た
い
人
が
増
加
。
移
住
に
関
心
あ

る
人
も
東
京
圏
出
身
者
37
％
、
東
京
圏
外
出
身
者

43
％
と
高
く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
拡
大
と
も
相
ま
っ
て
新
た
な
暮
ら
し
ス
タ
イ

ル
の
拡
大
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
白

書
は
「
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
移
動

サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
社
会
実
現
」
と
の
交
通

政
策
の
使
命
に
向
け
、
公
助
・
共
助
・
自
助
の
施

策
を
総
動
員
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

◎
コ
ロ
ナ
・
海
外
紛
争
で
「
食
料
安
全
保
障

の
確
立
」
を
強
化

－
政
府

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部

は
6
月
21
日
、
活
力
創
造
プ
ラ
ン
を
改
訂
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
世
界
の
食

料
需
給
を
め
ぐ
る
リ
ス
ク
顕
在
化
を
踏
ま
え
、
新

た
に
「
食
料
安
全
保
障
の
確
立
」
の
章
を
設
け
、

①
肥
料
価
格
の
高
騰
へ
の
対
策
構
築
の
検
討
②
輸

入
依
存
穀
物
（
小
麦
・
大
豆
・
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
）

の
増
産
・
備
蓄
③
米
粉
の
需
要
拡
大
・
米
粉
製
品

の
開
発
、
食
品
産
業
の
国
産
原
料
へ
の
切
り
換
え

促
進

－

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。
こ
の
ほ
か
、「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
推
進
に
向
け
、
改
め

て
具
体
目
標
に
①
化
学
農
薬
使
用
量
10
％
低
減
②

化
学
肥
料
使
用
量
20
％
低
減
③
有
機
農
業
の
取
組

面
積
6
・
3
万
㏊
に
拡
大

－

な
ど
を
挙
げ
た
。

　

一
方
、
農
林
水
産
省
は
同
日
、
食
料
安
定
供
給

に
関
す
る
リ
ス
ク
検
証
2
0
2
2
を
発
表
し
た
。

安
定
供
給
に
影
響
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
を
洗

い
出
し
た
結
果
、
輸
入
で
は
飼
料
穀
物
、
小
麦
、

大
豆
、
な
た
ね
を
「
重
要
な
リ
ス
ク
」
と
評
価
。

国
内
生
産
で
は
労
働
力
・
後
継
者
不
足
か
ら
果
実
・

野
菜
、
畜
産
物
を
「
重
要
な
リ
ス
ク
」
と
し
た
。

◎
脱
炭
素
化
へ
自
家
用
車
か
ら
公
共
交
通
機

関
に

－
国
土
交
通
白
書

　

国
土
交
通
省
は
６
月
21
日
、
2
0
2
2
年
版
の

国
土
交
通
白
書
を
公
表
し
た
。
気
候
変
動
に
伴
う

災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
を
踏
ま
え
、
気
象
災
害

リ
ス
ク
へ
の
適
応
策
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
計
画
や
流

域
治
水
の
取
組
な
ど
を
解
説
し
た
。

　

同
時
に
、
交
通
・
物
流
の
脱
炭
素
化
に
向
け
自

家
用
車
か
ら
公
共
交
通
機
関
へ
の
シ
フ
ト
を
促
す

必
要
性
を
強
調
。
ま
た
、
脱
炭
素
化
に
向
け
た
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
、
地
域
内
の
消
費
を
上
回
る
発

電
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
農
村
等
か
ら
都
市
部
に

送
電
す
る
な
ど
広
域
的
な
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
取
組

推
進
の
必
要
性
を
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
歩
い
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
や
公
共
交
通
の
整
備
で
自

家
用
車
に
依
存
し
な
い
移
動
環
境
を
整
え
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

融
通
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
だ
と
し
た
。

併
せ
て
、
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
促
進
、
イ
ン
フ

ラ
空
間
で
の
太
陽
光
発
電
の
導
入
・
利
用
拡
大
等

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
一
方
、
脱
炭
素

型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
住
民
意
向
調
査
で

は
①
費
用
負
担
を
伴
わ
な
い
②
生
活
の
利
便
性
維

持

－

な
ど
を
求
め
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。

◎
官
庁
施
設
の
防
災
対
応
で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

－

国
土
交
通
省

　

国
土
交
通
省
は
６
月
22
日
、
官
庁
施
設
の
施
設

管
理
者
の
た
め
の
防
災
性
能
確
保
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
発
表
し
た
。
官
庁
施
設
は
多
数
の
国
民
・
地
域

住
民
が
利
用
、
災
害
時
に
は
活
動
拠
点
・
避
難
場

所
に
も
な
る
た
め
、
施
設
管
理
者
が
災
害
に
備
え

る
た
め
に
す
べ
き
こ
と
を
中
心
に
ま
と
め
た
。

　

非
常
時
の
対
応
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、

建
築
保
全
業
務
受
注
者
や
警
備
業
務
受
注
者
ら
と

指
揮
命
令
系
統
、
連
絡
体
制
、
事
前
・
事
後
の
対

応
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
そ
の
具
体
例
に

「
非
常
用
照
明
な
の
に
点
灯
し
な
い
」
な
ど
防
災

性
能
を
低
下
さ
せ
る
12
の
状
況
を
解
説
。
さ
ら

に
、
発
災
時
の
建
築
構
造
や
施
設
の
点
検
で
は
、

職
員
等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
「
発
災
時
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
」
を
参
考
に
施
設
の
利
用
可
能
判
断
、

被
災
情
報
伝
達
な
ど
を
行
う
。
な
お
、
発
災
時
に

同
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
迅
速
に
点
検
が
で
き
る
よ

う
普
段
か
ら
準
備
、
建
築
保
全
業
務
受
注
者
と
の

共
有
・
読
み
合
わ
せ
を
行
う
よ
う
要
請
。
併
せ

て
、
円
滑
な
被
災
状
況
の
把
握
の
た
め
被
災
前
後

の
状
況
と
比
較
で
き
る
写
真
記
録
な
ど
も
有
効
だ

と
し
た
。

◎
国
保
財
政
が
コ
ロ
ナ
の
受
診
控
え
で
黒
字

決
算
に

－

厚
生
労
働
省

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
23
日
、
2
0
2
0
年
度
の

国
民
健
康
保
険
財
政
状
況
を
発
表
し
た
。
単
年
度

収
入
額
は
23
兆
6
、5
8
5
億
円
（
前
年
度
比
1
・

6
％
減
）、
単
年
度
支
出
額
は
23
兆
2
、
2
9
7
億

円
（
同
3
・
5
％
減
）
で
、
一
般
会
計
繰
入
金
を

除
い
た
清
算
後
単
年
度
収
支
差
引
額
は
2
、

0
5
4
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。前
年
度
よ
り
2
、

9
9
3
億
円
改
善
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
受
診
控
え
を
反
映
し
た
と
み

ら
れ
る
。
な
お
、被
保
険
者
数
は
2
、6
1
9
万
人

で
同
41
万
人
減
少
。
保
険
料
収
納
率
は
93
・
69
％

で
同
0
・
77
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
う
ち
市
部
平

均
は
93
・
44
％
（
同
0
・
80
％
増
）、
町
村
部
平
均

は
96
・
09
％
（
同
0
・
55
％
増
）。

　

ま
た
、
厚
労
省
は
同
日
、
2
0
2
0
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
財
政
状
況
を
発
表
し
た
。

収
入
合
計
は
16
兆
5
、6
0
9
億
円
（
同
0
・
02
％

増
）、支
出
合
計
は
15
兆
7
、3
9
0
億
円
（
同
2
・

83
％
減
）で
差
し
引
き
8
、2
1
9
億
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。
被
保
険
者
数
（
2
0
2
1
年
）
は
1
、

8
0
4
万
人
だ
っ
た
。

◎
定
年
引
上
げ
期
間
中
も
新
規
採
用
は
継
続

を

－

総
務
省

　

総
務
省
は
６
月
24
日
、
定
年
引
上
げ
に
伴
う
自

治
体
の
定
員
管
理
の
あ
り
方
で
報
告
書
を
発
表
し

た
。
改
正
地
方
公
務
員
法
で
来
年
度
か
ら
定
年
が

２
年
に
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
る
た
め
、
新
規

採
用
や
退
職
管
理
の
あ
り
方
な
ど
を
示
し
た
。

　

新
規
採
用
に
つ
い
て
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
確

保
の
た
め
、
定
年
引
上
げ
期
間
中
で
も
一
定
の
新

規
採
用
者
を
継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
」

だ
と
し
た
。
そ
の
理
由
に
、
定
員
を
固
定
す
る
と

①
新
規
採
用
者
数
が
年
度
に
よ
り
変
動
し
職
員
の

経
験
年
数
・
年
齢
構
成
に
偏
り
が
生
じ
る
②
地
方

公
務
員
の
志
望
者
を
安
定
的
に
確
保
す
る
に
は
採

用
者
数
を
一
定
程
度
平
準
化
が
望
ま
し
い
③
自
治

体
業
務
は
福
祉
・
土
木
・
農
林
水
産
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
職
で
担
わ
れ
て
お
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
た
め
各
専
門
職
の
一
定
数
の
確
保
・
維
持

が
必
要

－

等
を
挙
げ
た
。
こ
の
ほ
か
、
定
年
引
上

げ
に
よ
る
中
長
期
的
な
定
員
推
計
を
行
う
な
ど
制

度
完
成
2
0
3
1
年
４
月
に
向
け
10
年
程
度
を
見

越
し
た
定
員
管
理
を
要
請
。
さ
ら
に
、
定
年
引
上

げ
期
間
中
に
職
員
数
が
一
時
的
に
増
員
と
な
っ
て

も
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
も
求
め
た
。

�

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田　

正
夫
）
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は
じ
め
に

は
じ
め
に

ふ
る
さ
と
融
資
（
地
域
総
合
整
備
資
金

貸
付
）
は
、
地
方
公
共
団
体
が
民
間
金
融

機
関
等
と
共
同
し
、
地
域
振
興
に
資
す
る

民
間
投
資
を
支
援
す
る
た
め
に
長
期
の
無

利
子
資
金
を
貸
付
す
る
制
度
で
す
。

地
域
総
合
整
備
財
団（
ふ
る
さ
と
財
団
）

は
、
昭
和
63
年
12
月
に
、
全
都
道
府
県
・

指
定
都
市
の
出
捐
に
よ
る
財
団
法
人
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
地
域
振
興

や
活
性
化
に
資
す
る
民
間
事
業
活
動
の
積

極
展
開
を
支
援
す
る
制
度
と
し
て
、「
ふ

る
さ
と
融
資
」制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
財
団
で
は
、
地
方
公
共
団
体

か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
、
対
象
事
業
の
総

合
的
な
調
査
・
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
貸

付
実
行
か
ら
償
還
に
至
る
ま
で
の
事
務
を

受
託
す
る
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
融
資
制
度
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
融
資
制
度
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
融
資
は
、
民
間
活
力
に
よ
り

地
域
の
振
興
・
活
性
化
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
活

か
し
な
が
ら
、
地
域
主
導
の
下
、
地
方
公

共
団
体
が
民
間
事
業
者
の
行
う
設
備
投
資

に
対
し
て
支
援
す
る
制
度
で
す
。

ふ
る
さ
と
融
資
制
度
の
基
本
的
な
考
え

方
は
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
事
業
者
及

び
民
間
金
融
機
関
等
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん

で
地
域
振
興
の
た
め
に
協
力
し
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
民
間
金
融

機
関
等
か
ら
の
借
入
と
セ
ッ
ト
で
行
わ

れ
、
ま
た
民
間
金
融
機
関
の
連
帯
保
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

地
域
社
会
が
抱
え
る
振
興
・
活
性
化
へ

の
課
題
に
対
応
し
て
、
ふ
る
さ
と
融
資
の

対
象
事
業
は
、
工
場
な
ど
の
設
備
関
連
の

ほ
か
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
、
太
陽
光
を
始
め
と
し
た
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
、
病
院
・
介
護
施
設
等
の
医

療
福
祉
関
連
、
ホ
テ
ル
・
観
光
施
設
整
備

等
、
極
め
て
多
岐
の
分
野
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

基
本
的
な
要
件
に
つ
い
て

基
本
的
な
要
件
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
が
公
益
性
、
事
業
採
算

性
等
の
観
点
か
ら
地
域
振
興
に
資
す
る
と

判
断
し
た
場
合
、
新
規
雇
用
な
ど
以
下
の

一
定
要
件
を
満
た
せ
ば
、
原
則
と
し
て
あ

ら
ゆ
る
分
野
が
融
資
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
貸
付
対
象
者

　

�

法
人
格
を
有
す
る
民
間
事
業
者
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー

(

国
・
地
方
公
共
団
体
の
１
０
０
％

出
資
・
出
捐
は
除
く)

も
対
象
と
な

り
ま
す
。

・
雇
用
の
確
保

　

�

事
業
地
域
内
に
お
い
て
、
新
た
な
雇

用
の
確
保
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

　

①
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

　

�

５
人
以
上(

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
気
事
業
」、
市
町
村
が
認
定
す
る

「
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
」
も
し

く
は
㈱
脱
炭
素
化
支
援
機
構
が
出
資

等
を
行
う
事
業
で
あ
っ
て
、
地
方
公

共
団
体
が
地
域
振
興
の
観
点
か
ら
特

に
支
援
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
１

人
以
上)

　

②
市
町
村(

政
令
指
定
都
市
を
除
く)

　

１
人
以
上

�　

な
お
、
新
規
雇
用
者
数
の
範
囲
に
つ

い
て
は
、
事
業
者
に
よ
る
直
接
雇
用
だ

け
で
な
く
、
テ
ナ
ン
ト
に
よ
る
間
接
雇

用
や
外
部
委
託
に
よ
る
雇
用
に
つ
い
て

も
カ
ウ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�　

ま
た
、 

同
一
市
町
村
内
で
移
転
す
る

設
備
更
新
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
地
方

公
共
団
体
が
土
地
利
用
政
策
や
産
業
・

雇
用
政
策
等
へ
の
寄
与
が
大
き
い
と
考

え
ら
れ
る
場
合
、
雇
用
が
維
持
さ
れ
る

人
数
を
新
規
雇
用
者
数
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
事
業
規
模

　

�

貸
付
対
象
費
用
の
総
額(

用
地
取
得

費
用
を
除
く)

が
１
千
万
円
以
上
で

あ
る
こ
と
。

・
融
資
限
度
金
額

　

�

貸
付
対
象
費
用
の
総
額
か
ら
補
助
金

を
控
除
し
た
額
の
35
％（
過
疎
地
域
、

定
住
自
立
圏
・
地
域
脱
炭
素
化
促
進

事
業
等
は
45
％
以
内
）
と
な
っ
て
お

り
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
に
お
い

て
は
最
大
１
０
１
・
２
億
円
、
市
町

村
に
お
い
て
は
最
大
25
・
３
億
円
。

・
融
資
期
間

　

�

５
年
以
上
20
年
以
内
（
う
ち
据
置
期

間
５
年
以
内
）
令
和
４
年
度
の
制
度

改
正
に
よ
り
従
来
の
15
年
か
ら
５
年

間
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

負
担
軽
減
措
置
に
つ
い
て

負
担
軽
減
措
置
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
融
資
を
行
う
場
合
、
地
方
公

共
団
体
は
資
金
調
達
の
た
め
に
地
方
債
を

発
行
し
ま
す
が
、
そ
の
利
子
負
担
分
の
一

部
（
75
％
）
が
特
別
地
方
交
付
税
に
よ
り

ふ
る
さ
と
融
資
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
融
資
に
つ
い
て

��

一
般
財
団
法
人
　
地
域
総
合
整
備
財
団
〈
ふ
る
さ
と
財
団
〉

一
般
財
団
法
人
　
地
域
総
合
整
備
財
団
〈
ふ
る
さ
と
財
団
〉
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措
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
民
間
事
業
者
が
、
連
帯
保
証

を
行
う
金
融
機
関
に
対
し
て
支
払
う
連
帯

保
証
料
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
地
方

公
共
団
体
が
補
助
を
行
う
場
合
、
そ
の

75
％
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
特
別
交

付
税
措
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
保
証
料
の
補

助
制
度
の
創
設
も
併
せ
て
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

平
成
元
年
度
の
制
度
創
設
以
来
、
令
和

３
年
度
ま
で
の
ふ
る
さ
と
融
資
の
実
績
は

累
計
で
、
制
度
利
用
件
数
４
、
０
５
２
件
、

ふ
る
さ
と
融
資
金
額
は
１
兆
２
１
３
億
円

に
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
17
万
人
超
の
新

規
雇
用
が
創
出
さ
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

融
資
に
見
合
う
設
備
投
資
総
額
は
７
兆

９
、
３
８
４
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
融
資
を
活
用
し
た
地

方
公
共
団
体
は
、
全
都
道
府
県
に
及
び
、

累
計
で
９
０
２
団
体
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

制
度
改
正
に
つ
い
て

制
度
改
正
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
融
資
は
、
令
和
４
年
度
に
制

度
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
脱
炭
素
関
連
事
業
に
係
る

特
例
措
置
を
設
け
ま
し
た
。
市
町
村
が
認

定
す
る
「
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
」
及

び
㈱
脱
炭
素
化
支
援
機
構
が
出
資
等
を
行

う
民
間
事
業
者
の
事
業
に
つ
い
て

優
遇
措
置(

最
も
高
い
融
資
比
率
・

融
資
限
度
額
、
雇
用
要
件
１
名
以

上)

を
設
け
ま
し
た
。
地
球
温
暖

化
対
策
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
社
会

の
実
現
に
向
け
て
、
脱
炭
素
関
連

事
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
民
間

事
業
者
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

２
つ
目
は
、
都
道
府
県
・
指
定

都
市
の
雇
用
要
件
を「
10
人
以
上
」

→
「
５
人
以
上
」
へ
緩
和
し
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
融
資
創
設
時
か
ら

30
年
以
上
が
経
過
し
、
国
内
の
雇

用
の
状
況
も
変
化
し
て
い
る
中

で
、
民
間
事
業
に
お
け
る
雇
用
実

態
等
を
踏
ま
え
て
今
般
見
直
す
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

３
つ
目
は
、
貸
付
金
の
償
還
期

間
を
「
15
年
以
内
」
→
「
20
年
以

内
」
へ
延
長
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
融
資

創
設
時
以
来
、
償
還
期
間
を
見
直
す
の
は

今
般
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
に

つ
い
て
も
、
近
年
の
金
融
経
済
の
動
向
や

民
間
金
融
機
関
の
貸
付
実
績
等
を
踏
ま
え

て
見
直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
地
域
社
会
・
経
済
の
活
力
と

な
る
よ
う
、
ふ
る
さ
と
融
資
を
積
極
的
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
当
財
団
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
融
資
の
ほ
か
、
財
団

が
行
っ
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
財
団
法
人

地
域
総
合
整
備
財
団

〈
ふ
る
さ
と
財
団
〉
融
資
部 

融
資
課

〒
１
０
２

－

０
０
８
３

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
４

－

８

－

１

麹
町
ク
リ
ス
タ
ル
シ
テ
ィ
東
館
12
階

☎
０
３
（
３
２
６
３
）
５
７
３
７

✉�chousa-ka@
furusato-zaidan.

or.jp

Ｈ
Ｐ
：�https://w

w
w
.furusato-

zaidan.or.jp

ふ
る
さ
と
融
資
の
実
績

ふ
る
さ
と
融
資
の
実
績

ふるさと融資概念図

ふるさと融資

地方債

地方公共団体

利子の75%は地方交付税措置

原

資

民間金融機関等借入金

A
銀
行

C
公
庫

B
信
金

自
己
資
金
・
補
助
金

ふるさと財団
総合的な調査・検討

貸付実行・償還に係る事務の受託

法人格を有する民間事業者

＜事業分野＞

● 交通・通信基盤整備

● 都市基盤施設整備

● 地域産業振興

● リゾート観光振興

● 文化・教育・福祉・医療

貸付対象費用：１０百万円以上

（除く用地取得費）

公益性・事業採算性等

＜新規雇用＞

都道府県・政令指定都市からの融資 ： ５人以上

（再生可能エネルギー電気事業、市町村が認定

する 「地域脱炭素化促進事業」、（株）脱炭素化

支援機構が出資等を行う民間事業の特例 : １人以上）

市町村からの融資 ： １人以上

民
間
金
融
機
関
の
連
帯
保
証

（
地
方
公
共
団
体
が
保
証
料
補
助
を
行
う
場
合
、

補
助
額
の
7
5
%
を
地
方
交
付
税
措
置
）

無利子

対象外事業
● 第三者に売却または分譲
予定施設

● 風営法に規定する風俗営
業等の用い供される施設

5年以上20年以内
(据置期間５年以内)
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一
般
財
団
法
人
地
域

活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
以

下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
言

う
。）
は
、
活
力
あ
ふ
れ

個
性
豊
か
な
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
ひ

と
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
等
地
域
社
会
の
活
性

化
の
た
め
の
諸
活
動
を

支
援
し
、
地
域
振
興
の

推
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
昭
和

60
年
10
月
に
設
立
さ
れ

た
団
体
で
す
。
セ
ン
タ
ー

で
は
、
①
人
材
育
成
事

業
、
②
調
査
研
究
・
情

報
提
供
事
業
、
③
助
成

金
事
業
を
主
な
事
業
と

し
て
お
り
、
今
回
は
①

人
材
育
成
事
業
に
お
い

て
、
新
た
に
開
始
し
ま
し
た
「
サ
ブ
ス
ク

リ
プ
シ
ョ
ン
型
人
材
育
成
制
度
」
に
つ
い

て
の
ご
案
内
で
す
。

●�

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
人
材
育
成
制

度
の
概
要

地
域
力
創
造
大
学
校
®
と
し
て
地
域
を

担
う
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、

セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
地
方
創
生
セ
ミ

ナ
ー
」
や
「
地
方
創
生
実
践
塾
」
を
賛
助

会
員
の
区
分
に
応
じ
て
数
回
か
ら
無
制
限

ま
で
現
地
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
で
き
る
、

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。さ
ら
に
は
、

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
等
に
加
え
て
「
地
域

づ
く
り
人
材
養
成
塾
」「
全
国
地
域
リ
ー

ダ
ー
養
成
塾
」「
プ
ロ
ば
な
」
等
、
こ
れ

ま
で
参
加
者
を
限
定
し
て
開
催
し
て
い
た

セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
を
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＜

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト＞

大
学
教
授
を
始
め
、
地
域
活
性
化
伝
道

師
や
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の

講
師
陣
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
ま
す
。

●�

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
人
材
育
成
で

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

①
現
地
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
（
ア
ド
バ
ン
ス
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）
及
び
地
方
創
生
実
践
塾

を
会
員
区
分
に
応
じ
て
5
回
～
無
制
限
に

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
を
会
員
区
分
に

応
じ
て
、
3
回
～
無
制
限
受
講
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

地
域
づ
く
り
人
材
養
成
塾
（
セ
ン
タ
ー

職
員
向
け
研
修
）、
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成

塾
で
実
施
す
る
講
義
、
東
京
在
住
地
方
自

治
体
職
員
研
修
交
流
事
業
（
プ
ロ
ば
な
）、

な
ど
の
参
加
者
限
定
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ア
ー

カ
イ
ブ
動
画
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
外

部
機
関
研
修
に
参
加
で
き
な
い

状
況
で
も
、
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
最
新
の
情
報
を
ア
ー
カ
イ

ブ
動
画
で
受
講
す
る
こ
と
で
、

学
習
の
機
会
損
失
を
防
ぐ
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
す
。
令
和
3

年
度
開
催
セ
ミ
ナ
ー
の
う
ち
約

20
本
を
公
開
し
て
お
り
、
令
和

5
年
度
ま
で
に
約
1
5
0
本
の

ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
が
視
聴
可
能

と
な
る
予
定
で
す
（
順
次
公
開

し
て
い
き
ま
す
。）

●
賛
助
会
員
制
度
に
つ
い
て

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
人

材
育
成
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
賛
助

会
員
と
な
っ
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
会
員
区
分
に
よ
り
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
記
の
区

分
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
活
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
！

サブスクリプション型人材育成、サブスクリプション型人材育成、
始めました。始めました。

お
問
い
合
わ
せ

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

企
画
・
人
材
育
成
グ
ル
ー
プ

阿
部
・
岩
倉
・
村
上

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

－

５
２
０
２

－

６
１
３
３

M
ail

：kikaku@
jcrd.jp

 
※１　財政力指数に応じた割引制度があります。（例：0.3未満の市町村は30％割引（都道府県は20%割引））
※２　L会員は地方創生実践塾１回または地方創生セミナー（ベーシック）５回に参加可能となります。
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（第三種郵便物認可）町 村 週 報9　2022年（令和 4年） 7月25日 第3207号

ク
エ
太
郎
・
ク
ー
コ

ク
エ
太
郎
・
ク
ー
コ

町 村 週 報8　平成28年 0 月00日 （第三種郵便物認可） 第2801号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

和歌山県日高町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
高
浜
町
は
、
夏
の
海
水
浴
場
と
し
て
県
内

外
に
広
く
知
ら
れ
た
町
で
し
た
が
、
昭
和
55

年
（
1
9
8
0
年
）
を
ピ
ー
ク
に
、
海
水
浴

客
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

高
浜
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
、
昭
和
63
年

（
1
9
8
8
年
）
に
、
海
と
漁
業
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
、
元
気
で
か
わ
い
い
男
の
子
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
昭
和
初

期
頃
の
高
浜
町
に
は
、
多
く
の
臨
海
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
て
い
て
、
男
の
子
は
み

な
「
赤
い
ふ
ん
ど
し
」
を
つ
け
て
海
水
浴
を
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、「
赤
い
ふ
ん
ど
し
」
が
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
「
赤
ふ
ん
坊
や
」
が
誕
生

し
た
の
で
す
。
ふ
ん
ど
し
だ
け
を
身
に
つ
け
て

い
る
い
で
た
ち
の
せ
い
か
、
町
外
の
イ
ベ
ン
ト

等
に
出
向
く
と
「
お
す
も
う
さ
ん
」
と
間
違

え
ら
れ
る
の
が
悩
み
な
の
だ
と
か
。
そ
ん
な

誤
解
も
、知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
と
ら
え
、

「
赤
ふ
ん
坊
や
」
は
こ
れ
か
ら
も
高
浜
町
の
知

名
度
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
6
年
（
1
9
9
4
年
）
に
和
歌
山
県

で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
リ
ゾ
ー
ト
博
」
が
き
っ

か
け
で
、「
九
絵
（
く
え
）
の
ま
ち
日
高
町
」

の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生
し

た
「
ク
エ
太
郎
」
と
「
ク
ー
コ
」。
日
高
町
の

料
理
宿
で
ふ
る
ま
わ
れ
る
幻
の
魚
「
ク
エ
」
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
ま
す
。「
ク
エ
太
郎
」
は

町
の
白
髭
神
社
の
「
ク
エ
祭
」
に
ち
な
ん
で
、

ね
じ
り
鉢
巻
き
に
法
被
姿
と
い
う
い
で
た
ち
。

「
ク
ー
コ
」
は
、
愛
ら
し
い
表
情
と
し
ぐ
さ
が

人
気
で
す
が
、
時
々
独
特
の
キ
メ
ポ
ー
ズ
を

決
め
る
の
だ
と
か
。
ふ
た
り
は
、
町
内
の
イ
ベ

ン
ト
を
中
心
に
、
御
坊
・
日
高
郡
管
内
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
参
加
し
て
、
町
の
名
物
で
あ
る
「
天

然
ク
エ
」
と
そ
の
ク
エ
を
使
っ
た
「
ク
エ
鍋
」

等
の
ク
エ
料
理
の
P
R
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
町
の
知
名
度
向
上
の
た
め
に
も
、
ふ
た

り
仲
良
く
活
動
し
、
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ

る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
す
。

昭和63年（1988年）6月1日生まれ。5歳
の男の子。海水浴が得意で、寒い真冬で
も赤いふんどしで元気いっぱい。高浜町
のきれいな海と山が大好き。町の特産品
「若狭ぐじ」「若狭ふぐ」「杜仲茶」が好物。

クエ太郎（右）：10月第1日曜日（クエ祭
の日）生まれ。好奇心旺盛な男の子。クエ
鍋とお祭が大好きで、踊りが得意。
クーコ（左）：9月5日（9＝ク、5＝コ）生
まれの女の子。和菓子の「くえどら」とリ
ボンが大好き。好きな言葉は「旨い物は宵
にクエ」。クエ太郎の元カノらしい。

7
月
7
日
生
ま
れ
。
機
織
り
を
仕
事
と
し
て
い
る
が
、
も
は

や
特
技
と
い
え
る
ほ
ど
極
め
て
い
る
。好
き
な
食
べ
物
は
、「
お

に
ぎ
り
」「
能
登
野
菜
」「
能
登
金
と
ん
カ
レ
ー
」。
既
婚
者
。

も
ち
ろ
ん
夫
は
「
ひ
こ
ぼ
し
」
で
、
年
に
1
度
七
夕
の
日
に

し
か
会
え
な
い
。

　
能
登
半
島
の
真
ん
中
に
位
置
す
る
中
能
登

町
は
、
昔
か
ら
織
物
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
お
よ
そ
2
千
年
前
か
ら
伝
わ

る
「
能
登
上
布
」
は
、
地
元
で
群
生
し
て
い

た
真
麻
を
使
っ
た
麻
織
物
。
そ
の
技
術
は
脈
々

と
受
け
継
が
れ
、
今
も
生
産
を
続
け
て
い
ま

す
。
中
能
登
町
に
は
、「
能
登
上
布
」
の
機
織

り
の
技
術
を
こ
の
地
に
伝
え
た
と
い
わ
れ
る

2
人
の
織
姫
の
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
伝
説
に
ち
な
ん
で
、
平
成
24
年
（
2
0
1
2

年
）、「
お
り
ひ
め
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
令

和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
に
は
、
ご
当
地
マ

ン
ホ
ー
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
も
使
わ
れ
、「
道
の

駅
　
織
姫
の
郷
な
か
の
と
」
で
配
布
し
て
い

る
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
も
人
気
な
の
だ
と
か
。

最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
出
演
の
代
わ
り
に
、
町
の

お
仕
事
を
手
伝
う
な
ど
し
て
、
健
在
ぶ
り
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
「
お
り
ひ
め
」
で
す
。

石川県中能登町

福井県高浜町

赤
ふ
ん
坊
や

赤
ふ
ん
坊
や
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このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ21-00628（2021.4.19作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％43

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

町 村 週 報（第三種郵便物認可） 2022年（令和 4年） 7月25日　10第3207号
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11　2022年（令和 4年） 7月25日

随　想

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3207号

自
然
と
共
に

北
海
道
は
今
、
野
山
や
公
園
、
街
路
樹

の
木
々
の
若
葉
が
美
し
い
時
期
と
な
り
、

多
様
な
自
然
の
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
生
命

力
が
感
じ
ら
れ
る
、
清
々
し
い
季
節
を
迎

え
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
人
間
に
は
、
緑
を
求
め
る
本

能
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

家
の
庭
先
や
道
端
で
元
気
で
可
憐
に
咲

く
花
々
や
、
生
き
生
き
と
し
た
緑
の
野
草

を
見
る
と
、
生
あ
る
も
の
の
躍
動
や
優
し

さ
が
感
じ
ら
れ
、
な
ん
と
な
く
心
が
落
ち

着
い
て
い
く
よ
う
な
爽
や
か
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

自
然
に
は
、
太
陽
の
恵
み
の
も
と
、
青

い
空
、
森
・
里
・
川
・
海
、
風
が
吹
き
、

水
や
土
が
あ
り
、
人
間
と
共
に
動
物
や
植

物
・
昆
虫
等
が
生
存
し
て
い
ま
す
。

草
木
花
の
彩
り
を
見
て
、
鳥
の
囀
り
や

虫
た
ち
の
鳴
き
声
を
聴
い
て
、
意
識
・
無

意
識
の
う
ち
に
感
覚
と
し
て
得
た
も
の
が

刺
激
と
な
っ
て
、
人
々
の
体
内
に
そ
し
て

心
に
吸
収
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
実
体
験
か
ら
で
し
か

得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
生
き
て
い
る
確

か
な
情
報
で
あ
り
、
自
然
の
恵
み
に
接
す

る
こ
と
に
よ
り
私
た
ち
の
体
と
心
が
覚
醒

し
始
め
、
心
身
の
健
康
が
維
持
さ
れ
、
人

と
し
て
の
成
長
を
促
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

自
然
に
は
、
人
が
作
り
出
し
た
環
境
の

中
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
心
豊
か

に
暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
、
私
た
ち
の

持
つ
五
感
を
正
し
く
育
て
な
け
れ
ば
、
身

体
の
健
全
性
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

心
身
の
健
康
を
保
つ
こ
と
は
、
こ
う
し

た
時
代
に
お
い
て
は
社
会
と
環
境
へ
の
貢

献
で
も
あ
り
、
私
た
ち
は
、
も
っ
と
自
然

と
共
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く
認
識
す

る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

自
然
の
中
で
生
き
る
力
を
育
む

今
想
え
ば
、
子
ど
も
の
頃
は
物
は
豊
か

で
は
な
か
っ
た
が
、
暮
ら
し
は
い
つ
も
自
然

と
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ
り
、
多
く
の
人
々

と
の
係
わ
り
の
も
と
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。

現
代
社
会
は
、
年
齢
層
が
若
く
な
る
に

つ
れ
て
、
自
然
体
験
や
友
達
と
の
遊
び
の

経
験
が
少
な
く
、
小
中
学
生
の
約
９
割
が

な
ん
ら
か
の
形
で
ネ
ッ
ト
社
会
と
つ
な

が
っ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
上
に
溢
れ
る
実
体

験
を
伴
わ
な
い
情
報
が
、
子
ど
も
た
ち
の

知
識
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
、
身
体
的
な
健

康
度
は
高
い
が
、
精
神
的
な
幸
福
度
は
極

め
て
低
水
準
に
あ
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
、

こ
う
し
た
現
状
を
考
え
る
と
未
来
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
に
こ
そ
、
も
っ
と
自
然
を
相

手
に
し
た
多
様
な
体
験
が
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

今
を
生
き
る
私
た
ち
の
重
要
な
役
割
の
１

つ
で
あ
る
と
考
え
て
止
み
ま
せ
ん
。

豊
か
な
自
然
の
中
で
元
気
に
遊
び
、
生

き
る
力
を
育
む
こ
と
の
チ
ャ
ン
ス
は
地
方

に
こ
そ
多
く
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
多
様

な
地
域
資
源
を
活
か
し
、
明
日
の
日
本
を

担
う
心
身
共
に
逞
し
い
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
。

豊
か
な
自
然
を
活
か
し
た
地
方
か
ら
の

少
子
化
対
策

少
子
化
問
題
は
日
本
社
会
の
極
め
て
重

要
な
課
題
の
１
つ
で
す
。

み
ん
な
、
社
会
が
な
ん
と
な
く
流
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
こ
れ
で
は
駄
目

だ
と
分
か
っ
て
お
り
、
原
点
に
戻
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
子
や
孫

た
ち
の
時
代
に
は
福
祉
や
医
療
、
年
金
な

ど
こ
の
ま
ま
で
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な
る
の

で
は
と
考
え
て
は
い
る
が
、
将
来
展
望
に

た
っ
た
的
確
な
対
応
は
で
き
て
い
る
と
は

言
え
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

国
の
施
策
と
し
て
少
子
化
問
題
を
決
し

て
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
持
続
可
能
で

確
か
な
施
策
を
実
践
す
る
こ
と
が
不
可
欠

で
あ
り
、
ま
た
自
治
体
も
知
恵
を
絞
り
連

携
し
て
、
家
族
の
素
晴
ら
し
さ
や
夢
を

持
っ
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
社
会
の
実
現
が
今
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

物
の
豊
か
さ
を
求
め
た
20
世
紀
と
は
違

う
、
空
間
や
場
所
、
心
の
豊
か
さ
が
求
め

ら
れ
る
21
世
紀
。
大
き
く
美
し
い
自
然
に

抱
き
し
め
ら
れ
た
と
き
、
人
の
心
は
解
き

放
た
れ
、
心
が
澄
み
渡
り
ど
ん
ど
ん
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
湧
い
て
き
ま
す
。

そ
の
心
の
豊
か
さ
こ
そ
が
、
明
日
の
日

本
の
未
来
を
切
り
拓
く
原
動
力
と
な
り
、

新
た
な
日
本
の
経
済
成
長
に
も
寄
与
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

少
子
化
対
策
は
豊
か
な
自
然
の
あ
る
地

方
か
ら
。

今
こ
そ
、
世
界
に
誇
る
日
本
の
北
の
大

地
・
北
海
道
の
価
値
を
再
認
識
し
、
そ
の

実
現
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

随  想

宮
みや

本
もと

　憲
のり

幸
ゆき

北海道初
しょ

山
さん

別
べつ

村長　

緑を求める本能
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